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令和５年第３回仙北市議会定例会 市政報告  

 

 令和５年第３回仙北市議会定例会の開会にあたり、主要事項につい

てご報告します。 

  

 はじめに、令和５年春の叙勲の受章についてです。 

４月 29日、春の叙勲の発表がありました。仙北市では、地方自治功

労で元市議会議員の稲田
い な た

修
おさむ

さんが旭日小綬
きょくじつしょうじゅ

章
しょう

を、八栁
やつやなぎ

良太郎
り ょ う た ろ う

さん

が旭日
きょくじつ

双光
そうこ う

章
しょう

を、消防功労で元仙北市消防分団長の戸澤
と ざ わ

幸作
こ う さ く

さん、

鈴木
す ず き

博
ひろし

さん、山手
や ま て

善美
よ し み

さんが、瑞
ずい

宝
ほう

単光
たんこう

章
しょう

を受章されました。 

この度の受章は、永年にわたる職務の精励や功績、功労が認められ

たものです。市民の皆さんと共にご労苦に感謝し、心からお祝いを申し

上げます。 

 

次に、行財政改革についてです。 

市民３千人を対象に実施した市民意識調査の集計及び分析作業を

進めています。この結果は、市民の皆様の声を直接反映し、市の施策

の効果や暮らしの現状の評価を行うための重要な基礎となります。現

在行っている施策評価では、この調査内容をフィードバックし、今後の

施策形成に直接活かします。 

また、事務事業評価では、市単独経費が多い事業を抽出し、拡充か

ら廃止までの判定を行い、次年度予算に反映させます。 

さらに、今年度は、職員の長時間労働による健康被害の防止と財政

の健全化のために、人員配置と人件費の適正化を目的とした業務量

調査を実施しています。 

これらの行財政改革を徹底的に実施し、市民の幸福度が全国ナン

バー１となることを目指します。 

 

次に、仙北市人口動態についてです。 

５月３１日現在の人口は２万３，７４７人で前年同月比６７０人減、世
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帯数は１万３８４世帯で前年同月比８１世帯減となっております。今年度

５月までの出生数は１１人となっています。前年同時期の出生数は１０人

で､１人増という状況です。 

 

次に、一般会計補正予算（第３号及び第４号）についてです。 

第３号の補正額は、１億 1,333 万９千円の追加で、補正後の額は

206億 9,787万６千円です。補正事業は、電力・ガス・食料品等価格

高騰重点支援給付金です。初回の給付を７月中に行うため、早急に実

施する必要があることから、定例会初日の議決をお願いするもので

す。 

第４号の補正額は、4,194 万９千円の追加で、補正後の額は 207

億 3,982 万５千円です。主な事業は、障害者支援施設等物価高騰対

策事業費、敬老祝い金支給事業費、介護保険施設等物価高騰対策

事業費、保育所等光熱費価格高騰対策事業費、消防団員家族慰労

金支給事業費、角館小学校・白岩小学校統合関係事業費などです。

債務負担行為補正は、追加及び変更です。 

なお、本日提案する補正予算案のほか、市独自の物価高騰対策に

ついて、本定例会に追加提案したいと考えており、詳細を検討している

ところです。 

 また、令和４年度一般会計決算見込みについては、５月３１日の出納

閉鎖後の決算数値を精査し、最終確認を行った上で本定例会中に報

告の機会を持ちたいと思います。 

 

それでは、各部局等の主要事項及び諸般の状況を報告します。 

 

【総務部】 

◇火災の発生について 

４月２３日、角館町薗田地内で杉の枝葉などを焼く火災、５月２日に

は西木町上桧木内地内で物置を全焼する建物火災、５月２１日には角

館町川原地内で杉の枝葉などを焼く火災、６月４日、西木町桧木内地
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内でビニールハウスを焼く４件の火災が発生しました。 

これらの火災で幸い人的被害はありませんでしたが、今後も定期的

にメールやライン、防災無線などで火災予防の注意喚起をしていきま

す。 

  

◇遭難事故について 

５月６日、玉川地内の山林で市内在住の男性が倒れている状態で

発見され、死亡が確認されました。この男性は５日から山菜採り下見の

ため入山し、６日早朝から知人らが捜索しておりました。謹んでご冥福

をお祈り申し上げます。 

５月２０日、秋田駒ヶ岳で盛岡市在住の女性が、登山中に約３０ｍ滑

落して負傷し、ヘリで大曲厚生医療センターへ搬送されました。命に別

状はありませんでした。 

６月５日、乳頭山で宮城県在住の男性から、登山中に道に迷ったと

通報があり、捜索隊が救助しました。けがはありませんでした。 

６月６日、田沢地内で市内在住の男性がタケノコ採り後、下山中に

体調不良を訴え、救助要請があり、角館総合病院へ搬送されました。 

また同日、玉川地内に山菜採りに行った大仙市在住の男性が行方

不明となり、８日に無事に発見されました。 

登山や山菜採りの遭難事故が続いており、メールやライン、防災無

線、チラシ配布などでの注意喚起を強化します。 

 

◇大仙市でのクマ被害について 

５月１１日、大仙市長野の八乙女公園近くの山林で、市内在住の男

性がクマに襲われ、頭などを負傷し搬送されました。市内でも目撃情報

が多いことから、事故防止の注意喚起をしています。 

 

【企画部】 

◇ふるさと納税について 

ふるさと納税寄附額のさらなる増加に取り組むべく、中間事業者を
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プロポーザルにより一本化しました。 

選定された事業者は、株式会社ウィルドリブンで、県内市町村のふ

るさと納税を柔軟な発想でサポートし、返礼品事業者開拓、返礼品提

案、サービス向上へ向けてアドバイス等を行い、納税額増加に寄与し

ている企業です。 

今後、総務省のアドバイザー制度と併用し、今年度はふるさと納税

額県内初の 20 億円超えを目指します。 

  

◇インターナショナルスクール誘致事業について 

デジタル田園都市国家構想交付金を活用するインターナショナルス

クール誘致事業関連３業務について、プロポーザル方式により委託候

補者が決定しました。はじめに誘致 PR 事業は株式会社 Japan 

Navi、市内遊休施設等調査は株式会社北都銀行、MaaS 事業化企

画・運営は東日本旅客鉄道株式会社が選定されました。 

今後は秋田県や国際教養大学等と連携し、各事業者と誘致に向け

た取り組みを実施していきます。 

  

◇サテライトオフィス誘致推進事業について 

サテライトオフィス誘致推進事業関連３業務について、プロポーザル

方式により業者選定を行いました。はじめにサテライトオフィス誘致ＰＲ

・企画運営はみらい株式会社、新型モビリティサービス導入企画・運営

は嘉創株式会社、デジタル人材育成研修企画・運営は株式会社リベン

リ秋田が選定されました。 

いずれの企業も昨年度実施した誘致モニターツアーに関連した企業

で、今後、角館駅前にオフィスをかまえる予定です。新規誘致への取り

組みと併せ、誘致した企業が仙北市に根付いていただくよう取り組ん

でいきます。 

 

◇秋田新幹線新仙岩トンネル整備促進期成同盟会総会及び整備促

進大会について 
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５月１８日、大仙市のグランドパレス川端を会場に秋田新幹線新仙

岩トンネル整備促進期成同盟会の総会及び新仙岩トンネル整備促進

大会が開催されました。 

新仙岩トンネルは、災害リスクの軽減により秋田新幹線の定時性を

確保し、円滑なアクセスを可能とする本市の経済・発展に大きく寄与す

ることが期待される重要なトンネルです。 

今後も関係自治体と連携し、要望活動を行うなど整備促進に向け

て取り組みます。 

  

【市民福祉部】 

◇マイナンバーカードの交付状況について 

仙北市のマイナンバーカードの４月末現在の申請率は７８．９５％、交

付率は７１．９６％となっております。 

引き続き、市役所内において顔写真の撮影からカード申請完了まで

のサポートを行います。 

 

◇老人保護措置費費用徴収金算定誤りについて 

養護老人ホーム角館寿楽荘に入所している入所者の費用徴収金に

ついて、令和４年７月の算定時に、収入や経費の計算誤りがあったこと

が判明しました。 

見直し再算定を行った結果、誤りは１７件でした。減額の必要なケー

スが７件で、還付額の合計額は２０万５千７００円、増額の必要なケース

が１０件で、合計額は１４１万６千９５６円でした。 

寿楽荘を訪問しお詫びを申し上げるとともに、還付に関しては、令和

４年度分を５月中、令和５年度分は６月中に還付をするよう事務手続

きをしております。増額算定による徴収金については、老人保護措置

費の国庫負担（費用徴収基準）の取扱い細則に基づき、遡及請求はで

きないため、６月分から正規な額を請求します。 

原因は、当時の担当職員が業務をよく理解しておらない上に、チェック

体制が不十分であったことが挙げられます。 
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今後は、担当職員のみならず、関係職員にも業務に対する理解度を

高めるよう指導し、算定に誤りがないようチェック体制を強化し、二度

とこのようなことが無いように適正な事務処理に努めてまいります。 

 

【観光文化スポーツ部】 

◇令和５年度第一四半期の観光客数について 

 令和５年の１月から３月までの入込み客数は、前年同月比２１．７％

増の 373,４71 人で、うち宿泊客数は４３．０％増の 80,959 人となり

ました。 

特にインバウンド（訪日外国人）の増加が顕著で、この間の外国人宿

泊客数は、前年同月の約１００倍の 5,510人となりました。1,229人の

台湾を筆頭に、韓国、香港、オセアニア（オーストラリアとニュージーラン

ド）の順に多く、アメリカやヨーロッパからもそれぞれ 300人を超えるな

ど、小正月行事やスキー場などがインバウンド客で賑わいました。 

 

◇あきた花紀行について 

今年の桜前線は過去最速で北上しましたが、桜まつりの観光客数は

プレオープンの４月１５日からの計上では７０万９千人と推計しており、

コロナ前の令和元年の１４０万１千人に比べると約５０％、令和４年度に

比べると１１６％となりました。 

 

◇第３６回田沢湖マラソンの開催について 

 ４月２６日、田沢湖マラソン実行委員会を開催し、大会を９月１７日に

開催することを決定しました。また、物価高騰により経費のかかり増し

などが想定されることから、ペアマラソン以外の各種目の参加料につい

て引き上げることをあわせて決定しました。 

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが変更されたこ

ともあり、会場内における手指消毒などの基本的な感染対策は講じつ

つ、コロナ禍前と同じような形での開催となります。 

６月１日からエントリー受付を開始しており、たくさんのランナーに参
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加いただけるよう、引き続き公式ホームページやＳＮＳなどを活用して

広く周知してまいります。 

 

◇台湾親善大使の任命について 

 ５月９日、仙北市として初めての台湾親善大使に一
ひと

青
と

妙
たえ

さんを任命

しました。これは昨年、仙北市国際交流協会主催の講演会にお招きし

たことが縁で今回の就任となったものです。 

一
ひと

青
と

さんは台湾にルーツを持ち、女優、エッセイスト、歯科医と様々

な分野で活躍されていることから、仙北市の魅力発信、台湾との親交

の深化、交流の促進に市としても期待をよせています。今後のインバウ

ンド観光に繋げたいと考えています。 

 

◇仙北市観光大使の交流会について 

 ５月１９日、都道府県会館を会場に仙北市観光大使の交流会を開催

しました。 

現在１０名いる観光大使と１名の台湾親善大使のうち、今回参加さ

れたのは、株式会社バスクリンの取締役相談役の古賀
こ が

和則
かずのり

さん、音楽

プロデューサーのｈａ－ｊさん、青山学院大学名誉教授の橋本
はしもと

修
おさむ

さんの

３名の観光大使で、短い時間でしたが、現在の仙北市の状況やさまざ

まな市の取り組みについて、活発な意見交換を行うことができました。

来年度以降も継続的に開催し、仙北市の情報発信に繋げます。  

 

◇全国伝統的建造物群保存地区協議会（伝建協）について 

 ５月２２日から２４日、兵庫県丹波篠山市を会場に開催された「第４５

回全国伝統的建造物群保存地区協議会総会・研修会」に参加しまし

た。全国から４７６名の参加があり、菅義偉
すがよしひで

前内閣総理大臣の特別基

調講演では「地域の歴史や文化財を活用したまちづくりが地方を元気

にし、国全体の活力につながる」と大変心強いエールをいただきまし

た。 

事例発表では、金沢市・丹波篠山市などの保存会による住民自治
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の取り組みがすばらしく、大きな刺激を受けたところです。今後も全国

の伝建協副会長として要望等を取りまとめ、役割を果たしてまいりま

す。 

 

◇これが秋田だ！食と芸能大祭典について 

 ５月２７日、２８日、秋田市で開催された「これが秋田だ！食と芸能大

祭典」に、「角館祭りのやま行事」が出演しました。お囃子、手踊りが披

露され、来場された多くの方々に角館のお祭りの魅力を伝えました。ま

た、紙風船上げの願いごと記入や樺細工の製作体験等のコーナーも

設けられ、県内各地の伝統芸能とともに会場を大いに盛り上げました。

２日間で、家族連れなど９万５千人あまりが会場を訪れ、賑わいました。 

 

◇秋田駒ヶ岳山開きについて 

 ６月１日、秋田駒ヶ岳が山開きとなりました。今年は駒ヶ岳八合目で

の安全祈願祭の後、４年ぶりに記念登山が行われ、仙北市側から８０

人あまり、雫石町側からは７０人あまりの方々が参加し、男
お

岳
だけ

頂上でピ

ッケル交換を行いました。 

 

【農林商工部】 

◇新規就農者等の確保・育成について 

 仙北市の農業の担い手育成について、今年度は県の未来農業フロ

ンティア育成研修において新規研修者１人、２年目の研修者２人が、秋

田県農業試験場などで研修に取り組んでいます。また、農業研修を終

えた２人が新規就農者として営農を開始しており、地域農業を牽引す

る担い手として期待しています。 

 

◇市内ほ場整備について 

 神代地区で事業実施中の農地集積加速化基盤整備事業は 5 年目

を迎え、全体計画のうち岡崎地区周辺で 6 工区、33.2 ヘクタールの

面工事を行います。 



- 10 - 

 

生保内南地区では農地集積が完了し、昨年度から引き続き補完工

事を行っています。作業効率の向上とコストの削減、高品質な稲作農

業が展開されます。 

中川地区では事業実施中の農地中間管理機構関連ほ場整備事業

は 2 年目を迎え全体地区のうち、高屋
こ う や

地区で 16.9 ヘクタールの面工

事を行います。大瀬
お お せ

蔵野
ぞ う の

地区は、今年度は県単調査・計画策定(現況

平面図作成業務)を行います。 

 

◇田沢湖玉川地区の国有林への入山禁止措置について 

 秋田森林管理署、秋田県自然保護課、仙北地域振興局、仙北警察

署、田沢湖猟友会などで構成されるツキノワグマ対策連絡会議では、

田沢湖玉川地区の国有林でのツキノワグマ生息状況などを踏まえ、平

成３０年度から引き続き春の雪解けから秋の降雪までの間、国道３４１

号沿いから国有林への入林を禁止することとしました。安心・安全を確

保するためご理解をお願いします。 

 

◇利子補給及び保証料補給金に係る事務手続き不備について 

 利子補給について、令和２年度及び３年度の新型コロナウイルス感

染症経済対策に関する秋田県経営安定資金貸付金利子補給の債務

負担行為が３９５件、２，８１２万３千円及び令和５年度歳出予算が２３７

件、２０２万３千円の計上漏れ、また、保証料補給金について、平成２５

年度から令和５年度の中小企業振興資金貸付金に関する秋田県信用

保証協会保証料補給金の債務負担行為が１８５件、１，６０２万３千円の

計上漏れの事実が判明いたしました。 

利子補給及び保証料補給金は、地方自治法の規定により債務負担

行為の議決後に契約するべきとなっておりますが、本来議決を得ておく

べき債務負担行為の議決及び歳出予算の計上について、確認を失念

しておりました。 

市民の皆様の信頼を損ねることになり、深く反省するとともにお詫び

を申し上げます。再発防止策として、事務の見える化を図り、職員相互
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にチェックする二重確認体制を徹底します。二度とこうした事態を起こ

さないよう、再発防止に努めます。 

関係予算を本定例会に提案しています。よろしくご審議をお願いい

たします。 

 

◇インスペック株式会社の先進７カ国（Ｇ７）科学技術相会合への展

示について 

 5 月１２日から３日間、先進７カ国（Ｇ７）科学技術相会合が仙台市で

開催され、会場には東北各県の企業や大学計２４団体が高い技術力

や研究成果を紹介する展示コーナーが設けられました。 

企業２社のうち、本市からインスペック株式会社が展示を行い、自社

製品である半導体検査装置の特長などを紹介しＰＲしました。会場に

は各国代表団や海外メディアが多数訪れたことから、海外に発信する

好機となりました。 

 

【建設部】 

◇国道整備促進期成同盟会について 

 ５月１０日、大仙市の大曲エンパイヤホテルを会場に、地域高規格道

路本荘大曲道路整備促進期成同盟会の通常総会が開催されました。 

また、５月２６日、グランデールガーデンを会場に国道４６号地域高規

格道路盛岡秋田道路整備促進期成同盟会と地域高規格道路大曲・

鷹巣道路整備促進期成同盟会の通常総会を開催しました。 

本荘大曲道路、大曲鷹巣道路は共に秋田県の縦軸となる国道１０５

号、国道４６号盛岡秋田道路は岩手県と秋田県の県都を結び、秋田県

の横軸で、いずれも地域の発展に大きく寄与する重要な道路です。 

今後も関係自治体と連携し、要望活動など、国道整備促進に向けた

取り組みを強力に進めます。議会の皆様の特段のご理解とご協力をお

願いします。 

 

◇水道事業について 
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 水道未普及地域解消事業は、昨年度、山谷川崎地区が完成し、今

年度より卒田地区に傾注し配水管敷設工事等を行います。国庫補助

内示は要望額に対し満額となりました。 

 

◇下水道事業について 

 仙北市下水道ストックマネジメント計画に基づき、今年度から国庫

補助事業で田沢湖浄化センター改築更新事業を行いますが、国庫補

助内示は要望額に対し満額です。また、昨年１１月の仙北市下水道使

用料等検討委員会の答申を受け、これまで議員全員協議会等でご説

明しております料金改定関連議案を提案しています。よろしくご審議を

お願いいたします。 

 

【医療局】 

◇新型コロナウイルス感染症５類移行後の診療体制等について 

角館総合病院、田沢湖病院ともに５月８日の５類移行後も、外来対

応医療機関として発熱外来機能を継続しています。４、５月の検査件

数は、田沢湖病院で対前年比１３６件増の１９１件、角館総合病院で対

前年比５０減の６２９件となっています。 

また、コロナ入院患者の受入体制については、角館総合病院は、こ

れまでと同様の最大１７床、うち中等症Ⅱの受入れ病床４床を確保し、

田沢湖病院も、新たに軽症・中等症Ⅰの受入れ病床２床を確保してい

ます。 

 

◇令和４年度決算見込みについて 

田沢湖病院は、診療単価の改善がみられ、前年度より赤字額は３８

９万円減少したものの、院内クラスターの影響などで病床利用率が伸

び悩み１，０４０万３千円の赤字、角館総合病院は、外来収益やコロナ

関連の補助金が増加したことにより、収益全体では前年度並みとなり

ましたが、入院収益の減少とコロナ対応による危険手当の増などが影

響し、前年度より赤字額が３，７０１万３千円増加し、３億１，７８７万４千
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円の赤字となる見込みです。 

 

【農業委員会】 

◇農業委員会委員及び農地利用最適化推進委員の選任について 

１２月１９日任期満了となる農業委員会委員及び農地利用最適化推

進委員について、６月１９日から７月１８日まで候補者の推薦及び募集

を行います。 

農業委員会委員については、候補者選考委員会の後、候補者を９

月定例会に提案する予定です。また、農地利用最適化推進委員につ

いては、現農業委員会委員による候補者評価委員会の意見を参考

に、農業委員会の同意を得て選任することになっております。 

 

以上、主要事項及び諸般の報告を申し上げました。本定例会に提案

している案件は、報告関係５件、条例関係１０件、予算関係６件、その

他２件、人事関係１件の計２４件です。 

 慎重審議の上、ご可決を賜りますようお願い申し上げ、市政報告と

します。 


